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柳
井
市
伊
陸
で
、
２
月
１３
日
に
「
農

事
組
合
法
人
藤
ノ
木
」（
代
表
理
事
松

村
嘉
一
郎
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
員
は
４５
人
で
、
令
和
４
年
は
約
５

ｈａ
で
水
稲
を
栽
培
し
ま
す
。
ま
た
、

法
人
設
立
に
合
わ
せ
て
地
権
者
等
５３

人
で
組
織
す
る
「
藤
ノ
木
地
区
農
用
地

利
用
改
善
組
合
」
（
組
合
長
松
村
秩

江
）
が
設
立
さ
れ
、
相
互
の
連
携
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。 

藤
ノ
木
地
区
で
は
国
営
ほ
場
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
工
事
の
進

展
に
伴
っ
て
令
和
４
年
か
ら
順
次
新

し
い
農
地
で
の
営
農
が
始
ま
り
ま
す
。

地
元
農
家
が
法
人
の
組
合
員
に
な
っ

て
農
地
保
全
と
収
益
確
保
を
目
指
し

ま
す
。
集
落
（
地
域
）
単
位
で
農
地
を

預
か
っ
て
農
業
を
営
む
法
人
で
、
柳
井

市
で
は
１４
番
目
、
当
事
務
所
管
内
で

は
２３
番
目
の
設
立
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
の
地
区
で
も
、
ほ
場
整
備

な
ど
を
契
機
に
法
人
設
立
の
話
し
合

い
や
近
隣
法
人
と
の
連
携
な
ど
の
検

討
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
担

い
手
が
地
域
農
業
を
牽
引
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
農
業
経
営
の
法

人
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

山口県漁協田布施支店水産加工グループ『新鮮田布施』 
「第 27回全国青年・女性漁業者交流大会」 
ＪＦ全国女性連・ＪＦ全国漁青連会長賞受賞 

第 27 回全国青年・女性漁業者交流大会が 3 月 2 日（水）、ホテルグランドアーク半蔵門

（東京都千代田区）で開催され、各都道府県の代表者が活動実績を発表しました。 

本県からは、第68回山口県漁村青壮年女性活動実績発表大会（1月14日（金）、下関シ

ーモールパレス）で最優秀賞を受賞した、山口県漁業協同組合田布施支店水産加工グループ

『新鮮田布施』（発表者：濱田秀樹さん）が、漁業経営改善部門にリモート出場し、「決起！ 

そして未来へつなぐ『新鮮田布施』」と題して、水産加工グループ『新鮮田布施』の６次産

業化の取組みを発表し、ＪＦ全国女性連・ＪＦ全国漁青連会長賞を受賞しました。 

第68回山口県漁村青壮年 

女性活動実績発表大会 

《最優秀賞》 

 

地
域
農
業
を
担
う
法
人
が 

設
立
さ
れ
て
い
ま
す 

発起人等が出席して設立総会を開催 
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農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、
担
い
手

の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
労

働
力
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
対
応
と
し
て
当
事
務
所
で
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
「
半
農
半
林
」
の
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
取
組
は
、
集
落
営
農
法
人
が
森

林
組
合
と
連
携
し
て
農
閑
期
の
仕
事

を
創
出
し
、
農
業
従
事
者
の
所
得
向
上

を
図
る
こ
と
で
、
集
落
農
業
法
人
へ
の

就
農
・
定
着
の
促
進
と
、
集
落
周
辺
の

里
山
を
自
ら
整
備
で
き
る
意
欲
と
能

力
の
あ
る
集
落
営
農
法
人
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

取
組
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
従
事
者

が
安
心
し
て
森
林
組
合
の
作
業
に
従

事
で
き
る
よ
う
、
在
籍
型
出
向
制
度
の

活
用
に
よ
り
農
業
従
事
者
の
身
分
と

雇
用
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
林
業

作
業
に
従
事
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要

と
な
る
刈
払
い
と
伐
木
作
業
に
つ
い

て
公
的
機
関
が
開
催
す
る
安
全
衛
生

の
講
習
会
の
受
講
を
斡
旋
し
て
い
ま

す
。 取

組
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
柳
井
農

林
水
産
事
務
所
企
画
振
興
室
（
☎
０

８
２
０-

２
５-

３
２
９
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

   

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
11
月
9
日(

火)

、

消
費
者
へ
の
産
地
の
取
組
等
の
理
解

促
進
と
、
消
費
者
目
線
で
の
情
報
発
信

を
図
る
た
め
、「
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）

ぶ
ち
う
ま
100
」
応
援
団
員
を
対
象
と

し
た
「
大
島
み
か
ん
産
地
交
流
ツ
ア

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
＃
ぶ
ち
う
ま
100
」
応
援
団
は
、

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
じ
た
県
産
農
林

水
産
物
の
フ
ァ
ン
の
拡
大
や
SNS
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
目
的
に
、
公
募

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
地
産
・
地
消
応
援

団
で
、
こ
の
日
は
10
名
の
団
員
が
ご

家
族
や
ご
友
人
を
伴
っ
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
ま
ず
、
柑
橘
選
果
場
で
、

果
実
一
つ
一
つ
が
光
セ
ン
サ
ー
で
、
大

き
さ
、
糖
度
や
酸
な
ど
の
味
、
傷
な
ど

の
外
観
を
識
別
さ
れ
て
い
く
様
子
を

見
学
し
、
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

選
果
場
見
学
の
後
は
、
園
地
を
訪
問

し
、
旬
の
「
宮
川
早
生
」
の
収
穫
を
体

験
し
ま
し
た
。
ど
の
木
が
お
い
し
そ
う

か
、
試
食
を
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
選
ん

で
収
穫
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
直
売
所
「
島
の
恵
み
本
店
」

で
は
、
み
か
ん
の
等
級
や
加
工
品
な
ど

商
品
の
説
明
を
受
け
た
後
、
沢
山
の
み

か
ん
を
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

交
流
ツ
ア
ー
終
了
後
は
、
応
援
団
員

そ
れ
ぞ
れ
が
SNS
を
活
用
し
、
ツ
ア
ー

で
得
た
情
報
を
元
に
産
地
の
取
組
を

発
信
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
地
元
農
林
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

                 
柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
を
目
的
に
、
県
産
農

林
水
産
物
等
を
積
極
的
に
利
用
す
る

飲
食
店
等
を
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
と

し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 

12
月
6
日
（
月
）
に
は
柳
井
市
の

「
や
な
い
ろ
」、
12
月
13
日
（
月
）

に
は
周
防
大
島
町
の
「
野
菜
レ
ス
ト
ラ

ン
Valo
」、
12
月
16
日
（
木
）
に
は
柳

井
市
の
柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル
内
の

「
ヤ
ナ
イ
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
」「
炉
端
炭

火
ダ
イ
ニ
ン
グ
海
KAI
」
の
2
店
舗
、

令
和
4
年
3
月
8
日
（
火
）
に
は
上

関
町
の
上
関
海
峡
温
泉
鳩
子
の
湯
内

の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
う
み
べ
。」
が
「
や

ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
と
し
て
新
た
に
仲
間

入
り
し
、
看
板
の
贈
呈
や
、
地
産
・
地

消
料
理
の
紹
介
等
、
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。 

           

こ
れ
に
よ
り
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
は
30
店
舗
と

な
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
や
ま
ぐ

ち
食
彩
店
と
連
携
し
て
、
地
産
・
地
消

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
農
林
水

半
農
半
林
の
取
組
に
つ
い
て 

大
島
み
か
ん
産
地
交
流 

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た 

新
た
に
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」

５
店
舗
誕
生
!! 

 
 

 

参加者によるSNSでの情報発信 
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産
物
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

                

南
す
お
う
地
域
い
ち
ご
生
産
者
に

お
い
て
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
湿
度

等
を
計
測
す
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

装
置
や
ハ
ウ
ス
統
合
環
境
制
御
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
効
果
的

に
活
用
し
、
高
収
量
、
高
品
質
の
い
ち

ご
生
産
を
実
現
す
る
た
め
、
農
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社 

（
株
）
デ
ル
フ
ィ

ー
ジ
ャ
パ
ン
を
講
師
に
迎
え
、
研
修
会

を
年
間
３
回
実
施
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
栽
培
ハ
ウ
ス
内
で
の

栽
培
状
況
確
認
と
と
も
に
、
座
学
に
よ

り
、
具
体
的
な
温
湿
度
管
理
や
潅
水
、

肥
培
管
理
等
を
学
び
ま
し
た
。 

受
講
者
は
、
早
速
、
給
液
・
排
液
の

ｐH
や
Ｅ
Ｃ
等
の
把
握
、
温
度
管
理
や

炭
酸
ガ
ス
施
用
方
法
等
の
改
善
等
、
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
収
穫
終
了
後
に
、
目
標
収
量

や
品
質
を
達
成
で
き
て
い
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

      
 

           
 

     

   

田
布
施
農
工
高
等
学
校
で
農
業
を

学
ん
で
い
る
学
生
の
進
路
選
択
に
役

立
つ
よ
う
、
農
業
の
現
場
や
経
営
者
の

農
業
に
対
す
る
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
実
践
手
法
な
ど
の
学
び
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。 

令
和
３
年
度
に
は
、
１
年
生
を
対
象

に
「
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
養
成
研
修
」

に
よ
る
現
地
視
察
研
修
の
実
施
や
学

校
行
事
で
開
始
さ
れ
た
「
ア
グ
リ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
農
業
女
子
の
講
演
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。 

             

現
地
視
察
研
修
で
は
、
肉
用
牛
経
営

の
法
人
で
繁
殖
と
肥
育
の
一
貫
体
系

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や

苦
労
、
日
頃
の
作
業
内
容
を
聞
き
、
野

菜
栽
培
農
家
の
ご
夫
婦
か
ら
は
経
営

上
の
役
割
分
担
や
食
の
安
全
の
た
め

に
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
農
業
大
学
校
も

訪
問
し
、
自
分
た
ち
と
年
齢
の
近
い
大

学
校
生
か
ら
実
習
内
容
な
ど
を
聞
き
、

親
近
感
も
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

               

「
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
ご

夫
婦
で
移
住
し
て
経
営
を
開
始
さ
れ

た
方
や
、
単
身
で
首
都
圏
か
ら
集
落
営

農
法
人
に
就
職
し
た
方
な
ど
３
名
の

女
性
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
大
ぶ
り

の
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
生
産
す
る
た
め

に
日
照
時
間
の
長
い
柳
井
地
域
に
移

住
し
た
こ
と
や
将
来
の
夢
を
実
現
さ

せ
る
た
め
法
人
で
農
作
業
の
技
術
や

経
営
を
学
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
自
分

い
ち
ご
の
ハ
ウ
ス
環
境
制
御 

管
理
研
修
会
を
開
催 

田
布
施
農
工
高
等
学
校
と
の 取

組 

 
 

地
産
・
地
消
の
推
進
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

～
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
の
看
板
贈
呈
～ 

 

 

ハウス内での生育状況確認 座学による講習 

現地視察研修の様子 

アグリフォーラムの様子 
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の
人
生
設
計
を
農
業
と
の
関
わ
り
の

中
で
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
る
か

伝
え
ら
れ
、
学
生
た
ち
か
ら
も
様
々
な

意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
に
は
卒
業
生
が
柳
井

市
の
集
落
営
農
法
人
に
就
職
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
じ
て
進

路
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
地
域
で
農
業

を
志
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

   

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業 

南
周
防
地
区
の
宿
井
団
地
に
お
い
て
、

区
画
整
理
工
事
が
完
成
し
た
ほ
場
に
、

鳥
獣
害
防
止
柵
（
フ
ェ
ン
ス
式 

高
さ

1.2

m
）
を
設
置
す
る
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。 

 事

業

名
： 農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業 

事
業
主
体
：
山
口
県 

（
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
） 

地

区

名
：
宿
井
地
区 

事
業
工
期
：
令
和
元
年
度
か
ら 

 
 

 
 

 
 

令
和
3
年
度 

事

業

費
：
76.

19
百
万
円 

事
業
概
要
：
柵
延
長
L=

10.

8

km 

 

ほ
場
を
鳥
獣
害
防
止
柵
で
囲
む
こ

と
で
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら
の
被
害
が
な
く

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鳥
獣
被
害
で
困
ら
れ
た
方
は
、
柳
井

農
林
水
産
事
務
所
や
お
近
く
の
市
町

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

   
 

 
             

 
    

  

       
 

               
 

 
 

 
 

 
 

      

   

梅
雨
時
期
の
６
月
頃
か
ら
台
風
時

期
が
終
わ
る
１０
月
頃
に
か
け
て
の
出

水
期
に
は
、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
水

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県
で
も

豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
県
で
は
農
業
用
た
め
池

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
山

口
県
地
域
防
災
計
画
で
指
定
さ
れ
て

い
る
危
険
た
め
池
（
令
和
４
年
度
は
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
１８
箇

所
）
等
に
つ
い
て
、
毎
年
５
月
上
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
た
め
池
の
老
朽
化
の
状
況

を
把
握
し
、
対
策
の
必
要
性
や
管
理
の

適
正
化
を
た
め
池
管
理
者
等
に
指
導

し
て
い
ま
す
。 

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

西
日
本
を
中
心
に
農
業
用
た
め
池
の

被
害
も
発
生
し
、
全
国
で
３２
箇
所
の

た
め
池
が
決
壊
し
、
下
流
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

た
め
池
が
ひ
と
た
び
決
壊
す
る
と

下
流
へ
広
範
囲
に
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
梅
雨
入
り
前
に
は
た
め
池

の
点
検
を
必
ず
実
施
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

同
様
に
、
近
年
使
用
し
て
い
な
い
た

め
池
で
あ
っ
て
も
貯
水
が
あ
れ
ば
、
管

梅
雨
入
り
前
に
た
め
池
の 

点
検
を
お
願
い
し
ま
す 

獣害防止柵 侵入扉 

標準図 

宿
井
地
区
の
獣
害
進
入
防
止
柵

が
完
成
し
ま
し
た 
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理
が
行
わ
れ
ず
に
危
険
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現

地
を
点
検
し
て
下
さ
い
。 

た
め
池
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
市
町

の
農
業
農
村
整
備
担
当
課
も
し
く
は

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農
村
整
備
部

農
地
活
用
課
（
☎
０
８
２
０-

２
５-

３
２
９
４
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

             

          

 

  

  

牛
飼
養
農
家
に
は
、
子
牛
を
産
ま
せ

て
家
畜
市
場
で
販
売
す
る
繁
殖
農
家

と
、
そ
の
子
牛
を
購
入
し
て
肥
育
し
肉

牛
と
し
て
販
売
す
る
肥
育
農
家
、
子
牛

を
生
産
し
、
肥
育
す
る
一
貫
農
家
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
子
牛
が
生
ま
れ
て

く
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ

り
、
且
つ
そ
の
子
牛
が
元
気
で
あ
る
こ

と
が
何
よ
り
望
ま
れ
る
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
牛
に
は
母
牛
が
妊
娠
中
に

感
染
す
る
と
流
産
や
死
産
、
奇
形
等
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
吸
血
昆
虫
の
中
に
潜

み
、
暖
か
く
な
る
と
大
陸
か
ら
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
に
乗
っ
て
日
本
に
や
っ
て
き

ま
す
。 

そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、

感
染
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
、
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
畜
産
部
で
は
、
吸
血
昆
虫
活
動

前
の
春
期
に
、
流
産
や
奇
形
等
の
異
常

産
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
効
果

の
あ
る
「
異
常
産
４
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
」
の
母
牛
へ
の
接
種
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

進
や
飼
養
衛
生
管
理
指
導
等
を
通
じ

て
、
畜
産
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。 

           

 

    

昨
今
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
等
に
よ
り
管
内
に
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
農
地
を
守

る
た
め
に
、
山
口
型
放
牧
を
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

山
口
型
放
牧
と
は
生
産
条
件
が
不

利
な
水
田
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
電
気

牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る
方
法
で

す
。
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
牛
に
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
あ
る

草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
も
に
、
農
地

の
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の
獣
害
被

害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

放
牧
に
必
要
な
電
気
牧
柵
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
部
が
現
地
指
導

に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
は
放
牧
に
慣

れ
た
牛
を
畜
産
農
家
や
山
口
県
農
林

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
部
か

ら
斡
旋
し
、
現
地
ま
で
運
搬
し
ま
す
。

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は
当

部
（
☎
０
８
２
０-

２
２-

２
４
１
６
）

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 

       
 

    

 

    

当
該
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
で

あ
る
「
山
口
県
森
林
環
境
活
動
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
に
よ
る
森
林
整
備
活
動
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。（
活
動
の
た
め
の
資

機
材
購
入
費
に
対
し
助
成
し
ま
す
。） 

今
回
、
周
防
大
島
町
の 

“
美
し
い

三
蒲
（
み
が
ま
）
を
創
る
会
”
が
こ
の

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り 

県
民
税
事
業
の
取
組
紹
介 

山
口
型
放
牧
を
利
用
し
て
、 

農
地
を
守
り
ま
せ
ん
か 

元
気
な
子
牛
を
生
む
た
め
の 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

取水施設の点検状況 ため池点検パトロールの状況 

ワクチン接種の様子 

耕作放棄地で放牧中の牛たち（柳井市） 
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事
業
を
活
用
し
ま
し
た
の
で
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。 

“
美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
”
は
、
我

が
故
郷
「
大
島
」
の
荒
廃
す
る
姿
を
危

惧
し
、
帰
省
者
や
来
訪
者
を
心
安
ら
ぐ

美
し
い
景
色
で
迎
え
よ
う
と
、
大
島
大

橋
近
く
の
島
の
入
り
口
付
近
に
お
い

て
、
平
成
19
年
か
ら
、
地
域
の
方
々

や
児
童
と
と
も
に
桜
や
椿
を
植
え
て

育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
３
年
度
は
「
故
郷
桜
、
椿
と
草
花

の
楽
園
創
り
！
」
を
活
動
の
テ
ー
マ
と

し
、
雑
草
を
刈
り
、
雑
木
を
伐
採
し
、

景
観
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
竹

垣
や
竹
製
ベ
ン
チ
を
制
作
し
、
現
地
に

設
置
し
ま
し
た
。
優
し
い
海
風
を
受
け

た
桜
は
、
瀬
戸
の
水
面
に
美
し
く
映
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
、
竹
製
ベ
ン
チ
に
座
り
、
大
島
大

橋
と
渦
潮
と
桜
を
眺
め
、
瀬
戸
の
潮
風

を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

          

 

          

 

   
近
年
、
全
国
的
に
局
所
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
る
山
地
の
崩
壊
や
土
石
流
等

の
山
地
災
害
が
多
発
し
、
人
命
や
財
産

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。 山

口
県
で
も
、
平
成
30
年
7
月
豪

雨
災
害
を
は
じ
め
、
各
地
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
期
を
前

に
、
山
地
災
害
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
よ
り
、
家
族
や
近

所
の
方
と
山
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
や
避
難
場
所
を
確
認
し
、
災
害
に
備

え
る
と
と
も
に
、
大
雨
が
降
っ
た
際
に

は
、
気
象
情
報
に
注
意
し
、
少
し
で
も

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

                          

◆
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て 

狩
猟
を
行
う
に
は
、
法
律
に
基
づ
く

狩
猟
免
許
の
取
得
等
が
必
要
で
あ
り
、

県
で
は
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
免

許
試
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
と
な
る

狩
猟
者
の
減
少
が
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業
等
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
狩
猟
者
を
確
保
・

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

新
た
に
狩
猟
を
始
め
る
方
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
に
は
、
県
が
狩
猟
免
許
取
得
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
狩
猟
免
許
更
新
に
つ
い
て 

既
に
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
お
り
、

そ
の
免
許
の
有
効
期
限
が
令
和
４
年

の
方
は
、
狩
猟
者
講
習
及
び
適
性
検
査

を
受
け
る
こ
と
で
、
免
許
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
事
務
所
管
内
で
は
７
月
に
狩
猟

免
許
更
新
講
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

※ 

狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
更

新
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
岩
国
農
林

水
産
事
務
所
森
林
部
※
森
林
部
は
柳

井
と
兼
務
（
☎
０
８
２
７-

２
９-

１

５
６
７
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

山
口
県
（
自
然
保
護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

狩
猟
免
許
試
験
・ 

狩
猟
免
許
更
新
に
つ
い
て 

山
地
災
害
に
備
え
る 

森林整備活動の様子 

竹製ベンチ 

どどううししたたららいいいいのの？？  

 

  


